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組織概要 

 

 

（１）会社の名称 

   小桜建設株式会社 

（２）代表者 

   代表取締役 関 隆行 

（３）会社所在地 

   茨城県石岡市半田１９６１ 

        ＴＥＬ ０２９９－４２－３１７４  

ＦＡＸ ０２９９－４２－４１５７ 

 

     （４）環境管理責任者  工事部 大関直人 

 

（５）事業内容 

   総合建設業：土木、舗装、建築、外構、解体、管工事、塗装 

 

（６）事業規模 

  ①売上高 ：3 億 

  ④事業年度：第 41 期（7 月決算） 

  ③従業員数：16 名 

   

 

 

 

 

  



 

 

環境経営方針 

環境経営方針 

基本理念 

小桜建設株式会社の事業活動（総合建設業）を通して、環境問題への取組が人類共通の課題

であると認識し、企業の社会的、公共的使命を自覚したうえで地球環境保全に積極的に関わ

り、地域社会の発展に貢献し、社会から一層信頼される企業を目指します。 

 

基本方針 

① 二酸化炭素排出量の削減（総エネルギー使用量の削減） 

② 廃棄物の削減及びリサイクルの推進 

③ 水使用量の削減 

④ 環境配慮型施工の推進 

⑤ 地域清掃活動等の社会貢献活動 

 

 

 

令和 4年 6月 21日 

小桜建設株式会社 

代表取締役 関 隆行 

 

 

  



環境目標 

【環境目標（本社、施工現場）】 

１．2021 年度実績を基準として、3 年間に二酸化炭素排出量、電力使用量、燃料使用量、廃棄物

排出量、水使用量を３％削減する。 

２．グリーン購入は事務用品を対象とし、276 品目とする。 

 

項   目 

2021 年度 

2020 年 8 月 1 日～ 

2021 年 7 月 31 日 

2022 年度 

目標 

基準比 1%削減 

2023 年度 

目標 

基準比 2%削減 

2024 年度 

目標 

基準比 3%削減 

二酸化炭素排出量(kg-co2/年) 161,575 159,959 158,343 156,727 

電力使用量(kwh/年) 9,485 9,390 9,295 9,200 

燃料使用量 灯油(L/年) 1,028 1,017 1,007 997 

ガソリン(L/年) 10,027 9,926 9,826 9,726 

軽油(L/年) 50,995 50,485 49,975 49,465 

廃棄物 一般廃棄物(t/年)     

産業廃棄物(t/年) 2,697 2,670 2,643 2,616 

水使用量(m3/年) 58.00 57.42 56.84 56.26 

グリーン購入（ファイル、用紙） 

グリーン商品（２品目/年） 
２ ２ ２ ２ 

再生資源積極的利用の推進（％） 100％ 100％ 100％ 100％ 

エコアクション推進会議(4回/年) 4 4 4 4 

社会貢献活動(除雪・除草活動)(2

回/年) 
２ ２ ２ ２ 

 

 

 

  



環境目標及び実績 

【環境目標及び実績（本社、施工現場）】 

取組み期間 3 か月 2022 年 5 月１日～2022 年 7 月 30 日 

 

項   目 

目標値 

2021 年 5 月 1 日～ 

2021 年 7 月 31 日 

取組み期間実績 

2022/5/1～ 

2022/7/30 

達成率（％） 評 価 

二酸化炭素排出量(kg-co2/年) 42,104.41 28,520.9 147.6% ◎ 

電力使用量(kwh/年) 1,905 2,048 93.0％ 〇 

燃料使用量 灯油(L/年) - - - - 

ガソリン(L/年) 2,139.3 2,105.23 101.6% 〇 

軽油(L/年) 14,070.21 8,584.98 163.9% ◎ 

廃棄物 一般廃棄物(t/年) - - - - 

産業廃棄物(t/年) 175.18 262.55 66.7% △ 

水使用量(m3/年) 15.00 15.00 100% 〇 

グリーン購入（ファイル、用紙） 

グリーン商品（2 品目/年） 
2 2 100% 〇 

再生資源積極的利用の推進（％） 100% 100% 100% 〇 

エコアクション推進会議(４回/

年) 
1 回 7/11 100% 〇 

社会貢献活動(除雪・除草活動)(２

回/年以上) 
2 回 1/7、3/31 100% 〇 

評価：◎110%以上、〇90%以上、△50%以上 90%未満、✕50%未満 

 

 

  



環境活動計画の取組結果 

【環境活動計画の取組結果】 

取組み計画 
2020/5～7 

達成状況 

次年度の 

取組み内容 

取組結果と評価 

（総括） 

（１）電力の二酸化炭素排出量削減 

① 必要箇所以外の照明 OFF ◎ 取組み継続 意識が根付いている 

② PC 等の不使用時電源 0FF ◎ 取組み継続 意識が根付いている 

③ エアコンの適切使用 〇 取組み継続 猛暑への対応は必要 

④ クールビズ、ウォームビズ ◎ 取組み継続 状況により実施 

⑤ 照明器具、エアコンの清掃 ◎ 取組み継続 引き続き実施 

（２）自動車燃料の二酸化炭素排出量削減 

① エコドライブの励行 ◎ 取組み継続 燃料高騰により、実施強化 

② 日々の車両整備の徹底 ◎ 取組み継続 重機共に実施中 

③ 業務の効率化（ムダ削減） ◎ 取組み継続 引き続き検討していく 

④ 過剰な積載等を行わない ◎ 取組み継続 引き続き実施 

（３）一般廃棄物（コピー用紙など）の削減 

① 印刷前のプレビュー確認 ◎ 取組み継続 計画は評価できる 

② ムダなプリントの削減 ◎ 取組み継続 計画は評価できる 

③ メール・FAX 等の活用 ◎ 取組み継続 意識が根付いている 

④ 紙資源のリサイクル推進 ◎ 取組み継続 意識が根付いている 

（４）水使用量の削減 

① 節水シールの活用 ◎ 取組み継続 引き続き継続していく 

② 日常活動での節水励行 ◎ 取組み継続 意識が根付いている 

③ 水漏れの点検・管理 ◎ 取組み継続 引き続き実施 

（５）グリーン購入の推進 

① エコマーク製品の積極購入 ◎ 取組み継続 意識が根付いている 

② エコ商品の情報収集 ◎ 取組み継続 引き続き継続していく 

（６）再生資源の積極的利用の推進 

① 再生砕石の購入 ◎ 取組み継続 設計書により指定有 

②     

（７）環境に関する地域貢献活動の推進 

① 近隣の清掃活動への参加 ◎ 取組み継続 里親制度への参加 

②     

 

 

  



環境関連法規制 

【環境関連法規制】 

 「環境に関連する法規制一覧表」により当社に関連する法規制を洗い出し、各法令を遵守してい

るかを確認しています。 

 

作成日：2022 年 5 月 31 日 

法令順守の確認日：2022 年 7 月 25 日 

 

  



自社の取組み 

【自社の取組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2022年 1 月 7日 除雪作業実施 

2022年 3 月 31 日 除草作業実施 

2022年 7 月 11 日  
エコアクション推進会議 



 

  



 

 

  



 

  



 

代表者による全体の評価と見直し 

【代表者による全体の評価と見直し】 

 

作成日：2022 年 8 月 19 日 

１
．
評
価
内
容 

項  目 確認及びコメント 

１ エコアクション２１文書 ☑ 文書・記録の新規作成が出来た 

２ 環境経営目標及び目標達成状況 ☑ 概ね達成できている 

３ 環境経営計画及び取組み実施状況 ☑ 以前からの取組みも含め継続する 

４ 環境関連法規制要求一覧及び順守状況 ☑ 「環境に関連する法規制一覧表」によ

り、順守状況を確認した。 

５ 緊急事態対応訓練実施状況 ☑ 7 月 11 日実施で、報告書確認 

６ 外部コミュニケーション対応記録 ☑ 環境に関する苦情は発生していない 

７ 問題点の是正・予防処置の実施状況 ☑ 環境に関する是正・予防の実施無し 

８ その他 ☑  

２
．
全
体
評
価 

活動全体への評価 

 

令和 2 年から取り組んでいる「茨城県道路里親制度」、令和 3 年より実施している「茨城エ

コ事業所」などの活動を基本として、更にエコアクション２１活動への取組みが開始できた

ので、当社の環境活動が年間を通じて実施される事になった。 

引き続き、全社員への意識を高めていく内容としたい。 

 

 

2022 年 8 月 19 日 

小桜建設株式会社 

代表取締役 関 隆行 

３
．
見
直
し
事
項 

項  目 変更の必要性 「有」の場合の指示事項 

１ 環境経営方針 □有 ■無 初年度なので、1 年間様子を見る 

２ 環境経営目標 □有 ■無 初年度なので、1 年間様子を見る 

３ 環境経営計画 □有 ■無 初年度なので、1 年間様子を見る 

４ 環境に関する組織 □有 ■無 変更の必要無し 

５ その他のシステム要素 □有 ■無 年間を通じて改善を目指す 

６ その他（外部への対応） □有 ■無 特に無し 
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